
三
\

評
価
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

e

変
更
後

門
脇

賢
治

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日

三
\

役
員
の
氏
名
の
変
更

変
更
前

高
橋

和
彦

変
更
後

山
本
富
士
男

]

変
更
年
月
日

平
成
二
十
二
年
四
月
二
十
六
日

別
表
鹿
島
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

鹿
島

横
浜

よ
こ
は
ま
ほ
あ
ん

（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｏ

Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ｒ
Ａ

Ｄ
Ｉ
Ｏ
）

一
六

一
二

常
時

鹿
島
海
上

保
安
署

鹿
島
港
に
関
す
る

こ
と
（
管
制
通
報

に
関
す
る
こ
と
を

除
く
。）。

鹿
島
港
内

か
し
ま
こ
う
な
い
ほ
あ
ん

（
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｂ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｇ
Ｕ

Ａ
Ｒ
Ｄ

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
）

一
六

一
二

常
時

鹿
島
海
上

保
安
署

鹿
島
港
鹿
島
水
路

に
関
す
る
こ
と

（
管
制
通
報
に
関

す
る
こ
と
に
限

る
。）。

別
表
千
葉
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

千
葉

横
浜

よ
こ
は
ま
ほ
あ
ん

（
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｃ
Ｏ

Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｄ

Ｒ
Ａ

Ｄ
Ｉ
Ｏ
）

一
六

一
二

常
時

千
葉
海
上

保
安
部
航

行
安
全
課

千
葉
港
に
関
す
る

こ
と
（
管
制
通
報

に
関
す
る
こ
と
を

除
く
。）。

区
域
の
名
称

制
限
又
は
禁
止
区
域

期

間

条

件

六
ヶ
所
対
空
射
場
水
域

一
区
域

一
区
域

す
べ
て
の
漁
船

の
操
業
の
禁
止

（
青
森
県
上
北
郡
六
ヶ

所
村
地
先
）

北
緯
四
一
度
〇
四
分
〇
三
秒
、
東
経

一
四
一
度
二
三
分
一
二
秒
の
基
点
を
中

心
と
す
る
半
径
二
〇
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
圏
中
、
真
方
位
四
三
度
か
ら
一
三

三
度
ま
で
の
射
界
を
形
成
す
る
扇
形
区

域
内
の
海
面

平
成
二
十
二
年
七
月

一
日
か
ら
同
年
八
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
、
毎

日
午
前
八
時
か
ら
午
後

七
時
ま
で

二
区
域

二
区
域

北
緯
四
一
度
〇
四
分
〇
三
秒
、
東
経

一
四
一
度
二
三
分
一
二
秒
の
基
点
を
中

心
と
す
る
半
径
一
〇
、
〇
〇
〇
メ
ー
ト

ル
の
圏
中
、
真
方
位
四
三
度
か
ら
一
三

三
度
ま
で
の
射
界
を
形
成
す
る
扇
形
区

域
内
の
海
面

平
成
二
十
二
年
九
月

一
日
か
ら
同
年
十
一
月

五
日
ま
で
の
間
、
毎
日

午
前
八
時
か
ら
午
後
七

時
ま
で

千
葉
港
内

ち
ば
こ
う
な
い
ほ
あ
ん

（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ａ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ

Ｒ

Ｃ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｔ

Ｇ
Ｕ
Ａ
Ｒ

Ｄ

Ｒ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
）

一
六

一
二

常
時

千
葉
海
上

保
安
部
港

内
交
通
管

制
室

千
葉
港
千
葉
航
路

及
び
市
原
航
路
に

関
す
る
こ
と
（
管

制
通
報
に
関
す
る

こ
と
に
限
る
。）。

平成™™年�月™›日 木曜日 第œš›—号官 報
〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
八
十
八
号

住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
か
ら
役
員
の
氏
名
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
示
す

る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

前
原

誠
司

一

登
録
番
号

国
土
交
通
大
臣

33

二

登
録
住
宅
性
能
評
価
機
関
の
氏
名
又
は
名
称

Ｓ
Ｂ
Ｉ
ア
ー
キ
ク
オ
リ
テ
ィ
株
式
会
社

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
百
五
十
八
号

港
則
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
運
輸
省
令
第
二
十
九
号
）
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
舶
と
港
長
と

の
間
の
無
線
通
信
に
よ
る
連
絡
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
二
年
七
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

海
上
保
安
庁
長
官

鈴
木

久
泰

船
舶
と
港
長
と
の
間
の
無
線
通
信
に
よ
る
連
絡
に
関
す
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

船
舶
と
港
長
と
の
間
の
無
線
通
信
に
よ
る
連
絡
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
四
年
海
上
保
安
庁
告
示
第
二
百
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
百
二
十
二
号

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
百
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
船
の
操
業
を
制
限
し
、

又
は
禁
止
す
る
区
域
及
び
期
間
並
び
に
そ
の
条
件
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

防
衛
大
臣

北
澤

俊
美

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
五
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

四
国
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

^

道
路
の
種
類

一
般
国
道

_

路

線

名

十
一
号

`

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

西
条
市
丹
原
町
明
穂
乙
一
八
三
番
二
か
ら
同
市
丹
原
町
寺
尾

甲
三
〇
番
一
ま
で

前後

八
・
二
八
〜
三
二
・
四
〇

九
・
五
七
〜
三
二
・
四
〇

〇
・
四
〇
二

〇
・
四
〇
二

a

図
面
縦
覧
場
所

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
松
山
河
川
国
道
事
務
所

〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日

四
国
地
方
整
備
局
長

足
立

敏
之

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図

面

縦

覧

場

所

三
十
三
号
及
び

四
百
九
十
四
号

高
知
県
高
岡
郡
越
知
町
野
老
山
字
タ
キ
ヤ
シ
キ
六
二
二
九
番
地
先

か
ら
同
町
野
老
山
字
西
浦
六
二
〇
六
番
一
ま
で

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
土

佐
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

平
成
二
十
二
年
六
月
二
十
四
日
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